
第７章　取り組む施策と事業

表48　「安全の方向性　安全でおいしい水道水の供給」に係るスケジュール

施策と事業

柱1.1　水安全対策の着実な実施による良好な水質の保持

施策1　水安全計画の推進

No.1　水安全計画の推進

施策2　水道水源の保全と監視

No.2　水道水源の保全と監視強化

No.3　水道水源水質保全促進事業補助金の交付

施策3　良質な水道水の維持・向上

No.4　安全でおいしい水の調査研究

0

0

93,080

22,210

70,870

0

0

いわき水みらいビジョン2031

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

事業費
（千円）

実施

実施

実施

検討

柱1.2　水質検査の充実による適正な水質管理の維持

施策4　水質検査計画の推進

No.5　水質検査計画の策定と推進

施策5　水質管理体制の強化と設備の充実

No.6　水質検査機器の計画的整備・更新

No.7　水道GLP認定の取得と維持

施策6　放射性物質のモニタリング

No.8　放射性物質モニタリングの継続

73,200

73,200

281,322

260,410

20,912

116,270

116,270

実施

整備・更新

維持GLP取得

実施

柱1.3　安心して飲める水道の普及促進

施策7　給水装置等の適正管理の促進

No.9　貯水槽水道の適正管理の推進

No.10 直結式給水の推進

No.11 鉛製給水管の布設替の推進

施策8　多様な手法による水供給の研究

No.12 多様な手法による水供給の研究

127,390

27,390

0

100,000

0

0

実施

実施

実施

実施
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・長期的な水需要の見通しや配水運用を踏まえ、水道施設を再編し水道システム全体の最適化、安
定化を実現するため策定した「水道施設総合整備計画（水道施設再構築構想）」の進捗管理と検証を
行い、目指すべき将来像を実現することで健全な水道システムを将来世代へ引き継いでいきます。
　また、浄水場の再整備は、長期にわたるため、対象となる浄水場だけでなく、取水から配水の水
道システム全体の運用やさまざまなリスクへの対応についても考慮する必要があります。そのた
め、再整備期間中においては、通常時はもとより、災害発生時にも安定した給水が確保できるよう、
導水管や送水管、水系幹線の更新などの関連する事業についても着実に実施していきます。

施策9）　水道施設再構築構想の推進　337,500千円
№13　水道施設再構築構想の推進
№14　浄水場再整備事業

強靭の方向性　最適で災害に強い水道システムの構築強靭の方向性　最適で災害に強い水道システムの構築

●　柱2.1　水需要を踏まえた施設再編による水道システムの最適化、安定化　125.62億円

主要事業

図69　最適な水道施設の将来像
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（再掲）図37　浄水場再整備スケジュール

事業№ 事業費事　業　名
№13 0千円水道施設再構築構想の推進
№14 337,500千円浄水場再整備事業

浄水場
【括弧内は竣工年度】

平浄水場
【1系：S48(1973)】
【2系：H 8(1996)】

上野原浄水場
【1系：S45(1970)】
【2系：S61(1986)】

旅人浄水場
【1号：H23(2011)】
【2号：H24(2012)】

法田第1・第2
ポンプ場

【第1：S46(1971)】
【第2：S60(1985)】

泉浄水場
【S39(1964)】

山玉浄水場
【S51(1976)】

川前浄水場
【S38(1963)】

川前
簡易水道

遠野
簡易水道

田人
簡易水道

入遠野浄水場
【H9(1997)】

上遠野浄水場
【S50(1975)】

鷹ノ巣浄水場
【S35(1960)】

上
　水
　道

簡
　易
　水
　道

R1
2019
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2024

R11
2029

R16
2034

R21
2039

R26
2044

R31
2049

R36
2054

R41
2059

R46
2064

R51
2069

1系

2系

1系

2系

第1

第2

1号井

2号井

長寿命化対策 再整備委託期間 再整備工事期間

・令和12（2030）年度からは泉浄水場の再整備期間となることから、泉浄水場の再整備に不可欠
な鹿島・常磐水系幹線や中部配水池の新設などの基幹浄水場連絡管整備事業を着実に実施する
とともに、導、送水管の新設・更新など関連する事業の計画的な実施に努めます。
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施策10）　水道施設の効率運用の検討と管理　524,253千円

・今後の水需要は、人口減少や節水意識の向上等により減少傾向が続くものと見込まれます。水需
要の減少は、経営を持続する上で必要な水道料金収入を減少させ財政状況を悪化させるほか、施設
利用率の低下を招き事業効率も悪化するなど、水道事業のあり方全体に大きな影響を及ぼすこと
から、水需要の減少を踏まえた水道施設への転換が重要となります。具体的には、水道施設のダウ
ンサイジングの検討を行うほか、水道施設の更新等に当たっては、適正な施設規模での更新や適正
な管路口径での更新、管路の単線化を進めるなど水道施設の適正化を推進していきます。

№15　水道施設のダウンサイジングの検討

・水道施設の運用について、ブロック配水の導入や管理メーターの適正配置の検討などにより効
率的な水運用方法を検討します。また、より効率的で安定的な水運用を行うため、水源の水量や
施設の運転状況、配水量などの情報をリアルタイムで一元管理し、水道施設全体の弾力的な運用
に努めます。
・さらに、給水区域をいくつかのブロックに分割して水量などを管理する「ブロック配水システ
ム」の構築の検討を進め、送・配水経路の適切な選択による、より効率的な水運用を目指すとと
もに、災害や事故発生時には、弾力的な水運用により被害区域の縮小化・限定化を図り早期復旧
につなげます。

№16　水道施設の効率的な運用

・廃止施設の安全性の確保や資産の有効活用を図るため、施設の再編や統廃合などにより、使用
しなくなった施設の構造物等を「残存施設撤去方針」に基づき計画的に撤去していきます。

№17　水道施設撤去事業

表49　撤去事業の年次計画

図70　施設能力の適正化イメージ

区分

施設名

R4 R5 R6 R7 R8

区分

施設名

R9 R10 R11 R12 R13

・好間町下好間配水管

・上ノ台配水池

・好間町下好間配水管
・三函ポンプ場

・薬王寺配水池
・大場ポンプ場
・四沢調整池

・町田南高架タンク
・萩ノ作ポンプ場

・鎌田山調整池
・北口走出ポンプ場
・白米配水池
・湯長谷配水池

・上野原浄水場導水管
・釜戸川取水口
・ときわポンプ場

・鹿島配水池

・久之浜取水ポンプ場
・石名坊配水池
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施設能力のダウンサイジング
再整備時期のタイミングで水需要
減少を考慮した適正化を実施

バックアップに必要な予備力
1浄水場が停止しても一日平均
給水量レベルで融通が可能

年度
：一日平均給水量 ：施設能力
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